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事 業 報 告 用 
 

 

 

特定非営利活動法人声とことばの力 

 

１ 事業の成果 

 今年度は新型コロナウイルス感染拡大による経済的影響を最小限に回避しながら、自治体の介護予防事
業等、既存の事業を完遂することに務めた結果、ほぼ全ての事業を行うことが出来た。また昨年度準備し
た通信講座が稼働をはじめ、少しずつ収益があがるようになった。 
来年度以降、With コロナ、Beyond コロナの新規事業を展開するため、子どもの健全育成支援事業を推

進する団体とパートナーシップを結んだ。 
 
○介護予防事業については、平成 27 年度からの東京都大田区、平成 29 年度からの東京都墨田区、平成 3
0年度からの埼玉県八潮市を継続して受託し、来年度以降も継続予定である。今後も東京 23区を中心に千
葉、埼玉、神奈川等においても事業拡大が出来るよう、各種講演会の実施、及び営業活動を続けていく。 
○自治体の受託事業後、受講生が自主的に活動するグループの立ち上げを支援し、専属のインストラクタ
ーが継続的に指導するとともに、地域の児童館や高齢者施設を訪問する社会参加事業を支援した。 
○継続的な指導を行う「健康朗読教室」事業を展開し、埼玉県春日部市、埼玉県さいたま市大宮区、埼玉
県鶴ヶ島市で教室運営を行った。 
○指導者育成事業については、「認知症予防実践指導士講座」を NHK カルチャーの通学講座で実施した。
通信講座は「認知症予防実践指導士」「健康朗読実践アドバイザー」2つが開講し、ヒューマンアカデミー
株式会社の通信講座としても販売を行っている。今後も様々な通信教育会社等で取り扱ってもらえるよう
営業活動を続けていく。 
○今年度は新型コロナの影響で実施が出来なかったが、介護事業への参入を視野に入れ、研究会組織を立
ち上げて定期的な研究会、研修会を実施しながら専門展示会への出展等を検討し、販路拡大に努める。 
○子どもの健全育成支援事業を推進する団体とパートナーシップを結び、来年度以降、多世代交流事業を
実施していく。 
 
来年度も引き続き新型コロナウイルスの感染拡大防止にスタッフ一同細心の注意を図りながら、事業の

安定と拡大に努めていく。 

 

２ 事業の実施に関する事項 

（１）特定非営利活動に係る事業                （事業費の総費用【3,216】千円） 

定款に記載 
された 
事業名 

事業内容 日時 場所 従事者 
人数 

受益 
対象者 
範囲 

受益 
対象者 
人数 

事業費 
（千円） 

朗読、声出し
体操を中心
とする認知
症予防及び
健康づくり
のための支
援事業 

①「認知症予防朗読基礎
講座」 
大田区において、公募し
た 20名に対し、5ヶ月間
月 2 回、計 10 回の講座
を開催した。 

1 0 ～ 3
月 の 月
2回 
13 時 30
分 ～ 15
時 

東 京 都
大 田 区
池 上 会
館 

6人 東 京 都
大 田 区
民 

20人 500 

 ②自主化支援事業「認知
症予防フォローアップ講
座」大田区において、令
和元年度に認知症予防朗
読基礎講座を受講した方
を対象に、計 6回のフォ
ローアップ講座を実施
し、最終の成果発表会な
らびに修了生の自主活動
グループ大田朗読クラブ
への参加呼びかけ等自主
化支援を行った。 

7～9 月
に 計 6
回 
1 回 約
90分 

東 京 都
大 田 区
池 上 会
館 

6人 東 京 都

大 田 区

民 
 

20人 200 
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 ③「声出し脳トレーニン
グ教室」 
墨田区において、公募し
た 20名に対し、4ヶ月間
計 14 回の講座を年 2 回
開催する。 
加えて今年度は新型コ
ロナ対策として自宅学
習コースを作り、オンラ
インあるいは DVD 受講
の対応を行った。 

9 ～ 12
月、11～
2 月 の
年 2回 

東 京 都
墨 田 区
八 広 は
な み ず
き 高 齢
者 総 合
支 援 セ
ンター、
み ど り
コ ミ ュ
ニ テ ィ
セ ン タ
ー 

7人 東 京 都
墨 田 区
民 

20 人×
2 ク ー
ル、 
計 40名 
＋ 
自 宅 学
習 3 名 

1,600 

 ④「声出し脳トレーニン
グ教室」自主化支援事業 
墨田区において、令和 2
年度に声出し脳トレーニ
ング教室を修了した方を
対象に、計 8回の自主活
動支援事業を実施し、修
了生による自主活動グル
ープの体験会を実施し自
主化支援を行った。 

4～3 月

に 計 8

回 

東 京 都

墨 田 区

八 広 は

な み ず

き 高 齢

者 総 合

支 援 セ

ンター、

み ど り

コ ミ ュ

ニ テ ィ

セ ン タ

ー、本所

地 域 プ

ラザ 

5人 東 京 都

墨 田 区

民 

40人 100 

 ⑤「いきいき健康音読教
室」 
埼玉県八潮市において、
公募した市民 10 名に対
し、1 ヶ月間計 4 回の講
座を実施した。  

5 月に 4

回 

埼 玉 県

八 潮 市

立 八 幡

公民館 

2人 埼 玉 県

八 潮 市

民 

10人 70 

 ⑥「自主活動グループ支
援事業」 
東京都墨田区で活動する
4 グループ、東京都大田
区で活動する 1 グルー
プ、埼玉県八潮市で活動
する 1グループ、神奈川
県横浜市で活動する 1グ
ループを継続的に指導し
た。 

4～3 月

に 各 月

1～2回 

東 京 都

墨 田 区

第 一 勧

業 銀 行

墨 田 支

店、八広

は な み

ず き 高

齢 者 総

合 支 援

セ ン タ

ー、みど

6人 東 京 都

墨 田 区

民、大田

区民、埼

玉 県 八

潮市民、

神 奈 川

県 横 浜

市民 

160人 450 



り コ ミ

ュ ニ テ

ィ セ ン

ター、東

京 都 大

田 区 池

上会館、

埼 玉 県

八 潮 市

立 八 幡

公民館、

神 奈 川

県 横 浜

市 下 倉

田 地 域

ケ ア セ

ンター 

 ⑦「健康朗読教室事業」 
朗読により健康増進を目
指す新形態の教室で月 2
回の指導を行った。 

4～3 月

に 各 教

室 月 2

回 

春 日 部

市 春 日

部 市 民

文 化 会

館、さい

た ま 生

涯 学 習

セ ン タ

ー、富士

見 市 民

セ ン タ

ー 

2人 埼 玉 県

春 日 部

市民、さ

い た ま

市民、鶴

ヶ 島 市

民 

15人 90 

 ⑧「各種講演会事業」 
首都圏を中心に、新規事
業受託に繋がるよう、講
演会、体験会を行った。 

4～3 月

に 全 5

回程度 

埼 玉 県

鶴 ヶ 島

市 富 士

見 市 民

セ ン タ

ー、春日

部 市 社

会 教 育

セ ン タ

5人 埼 玉 県

鶴 ヶ 島

市民、春

日 部 市

民 ＋ 不

特 定 多

数 

100人 170 



ー、BCC

株 式 会

社 東 京

事務所 

認知症予防
朗読および
声出し健康
体操プログ
ラムに関わ
る教育及び
人材養成事
業 

①関係スタッフ等の育成
事業 
「認知症予防実践指導士
講座」 
首都圏を中心に認知症予
防朗読講座のインストラ
クターを目指す方に講座
を開催した。 

5～9 月
に 月 1
回 
13 時 30
分～ 1 5
時 

NHK カ

ル チ ャ

ー 横 浜

ラ ン ド

マ ー ク

教室 

1人 首 都 圏

在 中 の

イ ン ス

ト ラ ク

タ ー 希

望者 

2人 16 

 ②関係スタッフ等の研修
事業 
「声と健康研究グループ
研究会」 
当法人認定講師、認定イ
ンストラクターに専門知
識の習得を目的とした研
究・研修会を開催した。 

4 ～ 1 0
月 計 6
回 
10～12
時 

法 人 事

務所 

2人 当 法 人

認 定 講

師、認定

イ ン ス

ト ラ ク

ター 

3人 20 

その他目的
を達成する
ために必要
な事業 

       

 

 

（２）その他の事業                    （事業費の総費用【    】千円） 

定款に記載 
された 
事業名 

事業内容 日時 場所 
従事者 
人数 

事業費 
（千円） 

実施なし 

 


